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研究要旨：本年度は、下痢症ウイルス（ノロウイルス、サポウイルス、ロタウイルス）の全ゲ
ノム配列解析技術の研修と、配列解析の共同研究をJ-GRID拠点を通じて実施するための職員研
修を中心に行った。 
 
 
A. 研究目的 
ヒトに感染するノロウイルス（HuNoV）、サ
ポウイルス、ロタウイルス等の下痢症ウイ
ルスは、毎年、我が国のみならず全世界的
な流行を引き起こすため社会問題となって
いる。上記ウイルス感染症は、交通機関の
発達によるヒトの移動がウイルスを運び、
流行を引き起こすと考えられている。本研
究は、我が国の近隣諸国における上記ウイ
ルスの流行動向を調べ、アジア地域の分子
疫学を推進することで、アジア地域におけ
る上記ウイルスの流行動向を把握して、予
測プログラム構築に役立てる。さらに、ワ
クチンや、抗ウイルス薬の開発を通じて下
痢症ウイルスの感染制御に貢献する。 
 今年度は、下痢症ウイルス（ノロウイル
ス、サポウイルス、ロタウイルス）の全ゲ
ノム配列解析技術の研修と、配列解析の共
同研究をJ-GRID拠点を通じて実施するため
の職員研修を中心に行った。今後、現地に
流行株の全塩基配列を利用した時系列解析
ゲノム解析を導入し、流行状況を互いに把
握し、下痢症ウイルスの感染制御に結びつ
けることを目的とする。 
 
B. 研究方法 
1. タイNIH職員の研修 

大阪大学タイJ-GRID拠点を通じ、タイNIH職
員2名を受け入れた。同時にタイNIHからは
下痢症ウイルス感染者の便検体48サンプル
が持ち込まれた。 
研修は、コンベンショナルなRT-PCRによる
ノロウイルス、サポウイルス、ロタウイル
スの検出、次世代シーケンサーによる全ゲ
ノム塩基配列解析を実施した。 
２．ベトナムでの感染研若手職員の研修 
国立感染症研究所より、岡智一郎主任研究
官を、長崎大学J-GRID拠点を通じてNIHEの
下痢症ウイルスセクションと地元の大学と
の共同研究体制の調査、協力関係樹立のた
めに現地に約1週間派遣した。 
 
C. 研究結果・考察 
１. タイNIH職員の研修 
 研修は、順調に進み、48サンプルの解析
が終了する予定。大阪大学J-GRID対拠点に
は、ライフテクノロジーズ社のイオンプロ
トン次世代シーケンサーが導入され、稼働
している。感染研では、イルミナ社のMiSeq
が稼働している。両マシンは作動原理、シ
ーケンス原理が異なるが、データ処理手法、
解析手法については共通点が多く、双方で
のデータ共有が可能である。そこで、本研
修では、RNA抽出からcDNAライブラリー作製、



次世代シーケンスランをMiSeqに対応した
方法で行い、データを持ち帰ることにより、
タイNIHに隣接した大阪大学タイ拠点のス
タッフと共に配列解析ができるようにトレ
ーニングを行うこととした。 
２．ベトナムでの感染研若手職員の研修 
長崎大学J-GRID拠点を通じてNIHEの下痢症
ウイルスセクションと地元の大学との共同
研究体制の調査、協力関係樹立のために現
地に約1週間派遣した岡智一郎主任研究官
により、NIHEとの共同研究がスタートする
こととなった。NIHEのカウンターパートと
して、J-GRIDベトナム拠点の長崎大学山城
教授を通じて紹介を受けたDr. Nguyen Van 
Trangが対応することとなった。3者間の協
議により、2000年以降にベトナムで流行し
たノロウイルス、サポウイルス、ロタウイ
ルスを中心とした下痢症ウイルスの全ゲノ
ム塩基配列解析を実施し、ベトナム国内で
の下痢症ウイルスの流行の変遷をレトロス
ペクティブに解析することとした。すでに
検体の選択が始まっており、今年度中に
NIHEからJ-GRID拠点を通じて感染研に検体
の輸送搬入が行われる予定である。また、
来年度は、カウンターパートであるDr. 
Nguyen Van Trangが来日し、感染研にて次
世代シーケンサー（イルミナ社MiSeq）に関
する研修、分子系統解析手法にかかる研修
を実施する予定である。 
 
 
 
 
 

D. 結論 
 従来より交流が有り、共同研究が稼働し
ている台湾に加え、本年度は、別プロジェ
クトではあるが、インド王立研究所NICEDと
の協力体制がスタートした。さらに、本プ
ロジェクトで、タイNIH, ベトナムNIHEとの
共同研究がJ-GRID拠点を通じて稼働し始め
た。さらに、来年度は神戸大学インドネシ
アJ-GRID拠点が、本プロジェクトへの合流
を目指している。全ての拠点が本プロジェ
クトに合流すると、アジア領域における下
痢症ウイルスの流行とその変遷について、
時系列データが収集、共有化できるように
なる。また、感染研による次世代シーケン
スで、ゲノム全長に渡る配列データが供給
される事と成る。今後、これらのプロジェ
クトが、順調に推移することで、下痢症ウ
イルスの流行の把握、より確率の高い流行
予測システムの構築に効果を発揮すると考
えられる。 
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